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• 各種数値モデルによる将来予測では、様々なバイアスを含むため、その妥
当性を潮位観測結果による確認が必要。

• 潮位計の設置地盤が海面水位以上に変動する場合があり、地盤変動の適
切な考慮が必要。

• 国土地理院の電子基準点から潮位計の地盤変動を補正する方法を整理し、
北海道沿岸の海面水位の経年変化等を分析。

１．調査の目的



２．分析対象とする潮位計の抽出条件

①電子基準点が併設された潮位計

② 5km以内に電子基準点がある潮位計
釧路潮位計の電子基準点（P釧路）と5.1 kmの地点に電子基準点（釧路市）の地盤上昇率の差が、海面
水位上昇率+4.6 mm/yの19 %程度。

③潮位計に近い2つの電子基準点について、これら標高データ間
の年変動量差が、近い方の電子基準点の標高で補正した年水
位上昇量の20%以内となる潮位計。
電子基準点（函館，木古内）の地盤上昇率の差は，函館潮位計の電子基準点（P函館）により補正した海

面水位上昇率の16 %程度。
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調査対象潮位観測地点 ２１地点
条件①： ５地点
条件②： ８地点
条件③： ３地点
合計１６地点で解分析



３．函館港の経年変化（条件①）

• 観測データの平均上昇率は-8.2㎜/yと大きく下降．【右グラフ青】
• 2011年の東北地方太平洋沖地震後に潮位計設置地盤が大きく上昇.(平均

+9.2㎜/y)【右グラフ黄色】
• 海面水位の上昇率は+1.1㎜/yと推定【右グラフピンク】
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４．厚岸漁港の経年変化（条件②）

• 潮位データが+6.3㎜/yと大きく上昇．【右グラフ青】
• 平均的な地盤上昇率は+0.2㎜/yとほとんど変化なし．（千島海溝へのプレー
トの沈み込みにより設置地盤が近年沈下）【右グラフ黄色】

• 海面水位の上昇率は+6.0㎜/yと推定【右グラフピンク】
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５．海面上昇率の整理結果
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• 潮位データから標高データの一次回帰分析の内，P値が0.05を下回った14地点の
データから，海面水位平均上昇率は+4.7㎜/y（95%信頼区間で+2.8～6.5㎜/y）

• 海域別の大きな違いはないものの，太平洋側の5地点の平均上昇率が最も大きかった
(平均+5.3㎜/y)



６．海面水位の経年変化予測

• 2℃上昇のモデルでは2050年まで線形に上昇し，観測結果とも概ね一致し
ている．

• 気候モデルによる2100年の北海道沿岸海面上昇量は2℃上昇で39cm，
4℃上昇で81cmと予想された．
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

波浪観測に基づく北海道沿岸の波浪の
経年変化について
2021年度年8月北海道開発局技術研究発表会
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１．年最大有義波高・有義波周期の分析結果

iPadスタンド

傾き 傾き

（cm/
年）

-95%
（cm/
年）

+95%
（cm/
年）

（s/年）
-95%
（s/年）

+95%
（s/年）

苫小牧港 0.28 1.1 -0.9 3.0 0.13 0.04 -0.01 0.10

十勝港 0.01 7.3 2.1 12.5 0.83 0.01 -0.08 0.10

釧路港 0.25 10.1 -8.1 28.3 0.36 0.09 -0.11 0.29

留萌港 0.20 1.2 -0.7 3.2 0.09 0.02 -0.01 0.04

石狩湾新港 0.59 -3.2 -16.2 9.8 0.44 -0.05 -0.19 0.09

紋別港 0.49 -3.7 -15.2 7.8 0.65 0.04 -0.16 0.25

観測点

年最大有義波高 年最大有義波周期

P値 P値
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２．十勝港・釧路港の年最大有義波高の経年変化

釧路

十勝
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３．年平均有義波高・有義波周期の分析結果

タブレット

iPadスタンド

傾き 傾き

（cm/
年）

-95%
（cm/
年）

+95%
（cm/
年）

（s/年）
-95%
（s/年）

+95%
（s/年）

苫小牧港 0.10 -0.1 -0.2 0.0 0.36 0.00 -0.01 0.01

十勝港 0.99 0.0 -0.4 0.4 0.29 -0.01 -0.02 0.01

釧路港 0.87 -0.1 -0.8 0.7 0.38 -0.01 -0.03 0.01

留萌港 0.97 0.0 -0.2 0.2 0.14 0.00 -0.01 0.01

石狩湾新港 0.10 0.8 -0.2 1.8 0.04 0.02 0.01 0.04

紋別港 0.63 0.4 -1.3 2.1 0.33 0.03 -0.04 0.09

観測点

年平均有義波高 年平均有義波周期

P値 P値
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

d4PDFを用いた設計波高の将来変化の
効率的な推定手法
2022土木学会論文集B2（海岸工学）
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１．分析港と利用するd4PDFモデルとメンバ数

全球モデル 領域モデル

過去実験 100メンバ 50メンバ

2℃上昇実験 54メンバ
【6SST×9摂動】

54メンバ
【6SST×9摂動】

4℃上昇実験 90メンバ
【6SST×15摂動】

90メンバ
6SST×15摂動
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２．d４PDFのバイアス補正（苫小牧：台風）
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３．d４PDFのバイアス補正（苫小牧：低気圧）
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３．50年確率波港の変化
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４．流氷の減少による設計波高増大？
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設置水深が大きく、設計換算沖波波高が小さい防波堤
急勾配に設置された防波堤

北海道港湾の防波堤の被災事例（1987～2016年）

気候変動による防波堤の安定性低下と順応的対策
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港内の埋没予測における不確実性と気候変動による影響（苫小牧港）

19


